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歴史は一つなのか？ 

〜日本とインドネシアの教科書記述から歴史認識を探る〜 
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研究目的 

 同一の歴史的事実であっても、異なる視点から見ると異なった歴史認識が生まれること
がある。例えば太平洋戦争時、日本はインドネシアを含む東南アジア諸国を占領し、実質
的な植民地支配をしていたという事実がある。このことに関して先行研究を見てみると両
国では異なった歴史の認識が見られた。しかし、現在東南アジア諸国は親日だと言われて
いる。特に、東南アジアで最も多い人口を誇るインドネシアは日本との関係も緊密である。

筆者ら若い世代はこの東南アジアと日本との関係は当たり前のように理解しているが、先
ほど述べた占領時代のことなどはどのようにインドネシアで教えられているのだろうか。 

本研究では歴史教科書に基づいて歴史がどのように提示されているかを検証する。その

ために日本とインドネシアの歴史の教科書の記載内容を比較し、現行の教科書の内実がど
のように記載され、どのように変化し、変化の背景には何が影響しているのかについて調
査することを目的としている。 

 

 

結論 

 本研究から 2020 年現在両国で歴史の提示のされ方には差があることがわかった。で
は、日本とインドネシア両国の歴史の提示のされ方の差はなぜ生まれるのだろうか。 

 両国における時代ごとの歴史教科書の記載の変化と社会の流れを調査したことで、両国

で歴史の提示のされ方に差が生まれる理由としては次の二つが考えられる。一つ目は、日
本の教科書には支配国の捉え方が、インドネシアの教科書には被支配国の捉え方が影響し
ているのではないかということである。二つ目は、両国とも歴史の提示のされ方は社会情

勢に影響を受けているが、影響する社会情勢の傾向が両国で異なることである。 

 したがって歴史の提示のされ方に差が生まれる理由は、立場だけでなく、国や時代ごと

に異なる社会のあり方が影響を与えるからだと推察される。影響を与える社会も変化する
ため、その変化の過程で新たな歴史の提示のされ方が生まれることがあると考えられる。

そして歴史の提示のされ方が異なると、その歴史に対する理解そのものが変わる可能性が
ある。 

 新たな歴史の提示のされ方の中には、人間の尊厳を否定するような歴史修正主義的な解

釈も含まれる。本研究から現在も歴史の提示のされ方に反映される社会情勢の要素に、歴

史修正主義の動きがあると考えられた。また今日、日本では教育、メディア、政府、そし
て戦争体験者の減少によって、歴史修正主義的な解釈がまかり通りやすくなっていること
が先行研究で指摘されている。 

 では、そのような状況下で、歴史の提示のされ方とどのように向き合い、どのように歴
史を理解していくべきだろうか。 

 私たちは人類共通の尊厳の普遍性を尊重しているかということを基準として歴史の理解

の仕方と向き合うべきではないかと考えた。 

 この調査が自分自身の歴史認識を見直すきっかけになること、そして次々に現れる様々
な歴史の提示のされ方とどう向き合っていくべきかを考える際の一助になることを願う。 
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活動内容 

はじめに私たちは歴史の提示のされ方を調べるために、日本とインドネシア両国の教科
書合わせて約 100 冊を入手し、記載内容の比較と分析を行った。また、時代ごとに記載内

容の変化が見られ、その背景には何があるのかを明らかにするためにその当時の社会の在
り方も調査した。 

 次に、実際の教育現場で歴史がどのように伝えられているのかを調査するために両国の
高校教諭に聞き取り調査を実施した。 

 

 

<活動内容> 

 

2021 年 

5~6 月 
・文献調査  

・両国の現在使用されている歴史教科書の内容比較(教科書図書館) 

7~8 月 

・文献調査 

・両国の現在使用されている歴史教科書の内容比較(教科書図書館) 

・東京都市大学付属高等学校への訪問、教員への聞き取り調査 

・インドネシアの高校 SMAN13 の教員へオンライン会議システム
を利用した聞き取り調査 

9 月 
・文献調査 

・両国の現在使用されている歴史教科書の内容比較(教科書図書館) 

10~11 月 

・文献調査 

・両国の現在使用されている歴史教科書の内容比較(教科書図書館) 

・東京都立高校の教員への聞き取り調査 

・リサーチフェスタに向けてプレゼンテーション準備 

12 月 ・リサーチフェスタにて調査報告 

2022 年 1~2 月 ・プロジェクト奨学金レポートの作成・提出 

 


